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１．研究目的 

私は課題制作の際に、主に印刷の過程におい

て、アイデアとそれを実現するための技術との間の

ギャップによって、実現が難しいために断念してし

まうことが何度もあった。他にも同じように感じてい

る学生がいるのではと考え、課題制作にプリンタを

多く使うであろう本校の３〜４年生のデザイン学科

生６５人を対象に「これまでプリンタで表現出来な

いためにアイデアを諦めたことがあるか」というアン

ケート調査を実施した。結果(抜粋)は以下の通りで

ある。 

 
 
 
 
 

そこで本研究では、それらのプリンタでは出来ない

表現を学生でも容易に行う方法について研究する

ことを目的とする。 

 

２．印刷方法 

さらに２〜４年生に対象を広げアンケートを実施

した結果、断念した表現として多く挙げられたのは

以下の３つである。 

 

（１）白や特色の印刷 

（２）立体感のある表現 

（３）紙にコーティングをするような表現 

 

これらの印刷を行うのに適した印刷方法として、本

校のデザイン学科２年生全員が経験するシルクス

クリーン印刷を取り上げた。また制作するビジュア

ルはグラフィック領域の中だけで絞り、プリンタでは

表現しきれない部分を補いシルクスクリーン印刷と

しての良さを引き出せるような表現を試みる。 

 

３．アプローチ 

各作品に共通して「質感」というテーマを設け、

印刷媒体としての質感だけでなく、グラフィック表現

としての質感、印刷に用いる画材としての質感にフ

ォーカスを当て制作を行う。今回は「視覚的質感」

「触覚的質感」「異素材による質感」というカテゴリに

分けて合計９枚を制作した。「視覚的質感」ではそ

れぞれ視覚的に感じられるモチーフの質感表現を

３点制作し、「触覚的質感」では厚盛りや媒体の質

感を活かしたグラフィックを制作した。これらの印刷

にはＴシャツくん専用インクを用いたが、「異素材に

よる質感」では、本来シルクスクリーン印刷に使うも

のではない素材で刷ることで生じる質感について

実験的な制作を行った。 

 

４．完成図 

左から、「視覚的質感」「触覚的質感(２点)」「異

素材による質感」 
 

 
 

５．結果 

制作したポスターを学生に見せ、自分でもシル

クスクリーン印刷でやってみたいかと調査を実施し

た結果、多くの学生から実際に自分の作品でも使

いたいなどの意見を頂くことが出来た。また３年生

の学生からは白インクを自身が制作していた絵本

の課題に使いたいとの意見を頂き、その後彼女は

実際にシルクスクリーン印刷とプリンタ出力との複

合によって絵本の制作を行った。これらの事から、

作品を通して学生の表現の幅を広げることが出来

たといえるのではないだろうか。 

 

６．結論 

これまで学生にとって表現が難しく敬遠しがちな

特殊印刷であったが、本研究を通して学生の抱い

ていたその印象を少なからず変える事が出来た。

しかしプリンタとの複合においての色味の調整など

は検討不足であった。これらを踏まえて今後の発

展としては、本研究をまとめたブックレットの制作を

行う事が望まれる。それにより一層、今後学生自身

が課題制作をする時に参考にしてもらえるようにな

ることが期待出来る。 
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